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科学技術分野の知識体系 としてのシソー ラス、および国語辞典、英和辞典な どの各種用語辞典にっ
いて、知識構造に基づ く 用語 一概念 の探索を可能 とす るブラウザーの開発 を行ってきた[1)(2)[3)[4)。















2.用 語 知識ベー スのXMH)B化
従来、当該用語知識ベース[71は、タグ付けされてはいたが、それぞれ個別の レコー ド書式お よび論
理構造 を採用 していた。用語知識べ一スのデータ構造に対 して、このような知識ベース固有のデータ
構造では、対象知識べ0ス が増大すると、入出力モジュールなど、プログラムコー ドを個別 に作成す
る必要があり、ソフ トウエアシステムとして複雑にな り、また開発 コス トを要す ることになる。
この問題 を解決するために、汎用的な用語知識べ0ス 構造を意図 したXMLDTDを 設計 し、これ
にしたがって、㈱ 識べ一スを ㎜ 、データベース化 した。㎜ の要素型、言Lえ れば用論
識べ一スの属性は下記の4種 類の項 目に分類 した。
(a)見 出 し語、(b)用 語属性、(c)意 味関係、(W階 層関係
これ らの項 目は、DTDに おいて、ORと されているため、通常の辞書には含まれない(c),(d)のよ うな
項 目をもたなくとも、1つ のDTDで 扱 うことができる。
下記にそれぞれの項 目内容を説明する。
(a)見 出 し語
「見出 し語」を構成す る属性であ り、4つ の属性か らなる。EDR、INSPECシ ソーラス、JICST
シソー ラスについては見出 し語について 「日本語の見出 し語」と 「英語の見出 し語」の2種 類が存在
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す るため、それ らの見出 し語についてはブラウザーか ら見出し語データファイル を読み込んだ際に
(OR)で 繋ぎ表示 させている。読みは、見出 し語が 日本語で漢字が含まれている場合、その見出 し語の頭
文字を平仮名で表現できない語が出てしまう。これを避けるために平仮名、またはカタカナのみの読み と
いう要素を追加し、現在の見出し語の頭文字の識別ができるように している。
木番号は、論理木構造のある用語知識 データに関して、倫理木ごとにバイナ リデータ化 しているため、
その見出し語がどの論理木の用語なのかを区別するための情報である。
① 見 出 し語(entry)









見出 し語 区切 り(leave-o鋤
発 音(pron㎜cia廿on)
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現時点でXMLデ ー タベース化 されている各種辞書を下記に挙げる。上述 した同一の用語 識べ一




(1)広 辞苑、(2)三 省堂国語辞典、(3)角 川類語辞典
■ 英和/和 英辞典





(1)INSPECシ ソーラス1988年 度版 、(2)JICSTシ ソー ラス1988年 度版
■ 電子辞書
(1)EDR圖 電子辞書、(2)NTT日 語甜 体系[9]
3フ ァイル読込みの高速化
従来のブラウザーでは当該の用語知識べ一ス全てを主記憶に読み込み、用語 リス トと論理木の作成
を行 ってきた。広辞苑、EDR、MT日 本語語彙体系な どでは、見出し語総数が20万 語を超え、こ
の方法では、用語 リス ト表示に数秒を要する。前章で説明 した当該知識べ一スのXMLデ ータベース
化によっても、この問題は改善されない。問題は、起動時に当該データベースの内容を全て読み込む
ことに起因する。この問題を解決す るために、上述の4種 類の項 目毎にファイル として独立させ、さ
らにそれぞれの利用 目的に最適化 したファイル構造を採用 した。具体的には、
(b)用 語属性 ファイル ・・… ランダム ・アクセス ・ファイル
(c)意 味関係ファイル ・・…
(d)階 層関係 ファイル ・・… ランダム ・アクセス ・ファイル
3.1見 出 し語 ファイル
見出し語ファイルは[datldic1フ ァイル名1】 に 「用語ファイル【頭文字】」の形式でテキス トファ
イル(フ ラッ トファイル)と して保存されている。見出 し語ファイルは リス ト作成時に呼び出 される。
頭文字ごとにファイルが分割 されていることにより、 リス ト作成までの時間が短縮 された。
表3は ブラウザーを立ち上げ、メニューか ら 「A」を選択 した時点から、頭文字Aの 用語について
(すなわち、「用語ファイルA」 に含まれる全ての語)リス トを作成 し表示す るまでにかかる時間を計測
し、従来のもの と比較 したものである。
表3用 語 リス ト表示までの処理速度
辞書名 J-DST INSPEC EDR
従来:処 理速度(ms) 3562 ;.. 75610
今年:処 理速度(ms) 62 79 1718
この表から語彙数(見出 し語数)が最も多いEDRで は、400倍 以上高速化 されていることがわかる。
3.2用 語属性 ファイル
見出 し語ファイル同様、頭文字ごとにファイルが分割 されている。 さらに、それぞれが
ランダム ・アクセス ・ファイル化 されている。このファイルはリス ト作成後、図1の ポ ップア ップメ
ニューの内容出力画面を選択後、呼び出 され る。テキス トファイルの場合、選択語の情報を用語属性
ファイルから得たい場合、ファイルの先頭から読み込み、目的の情報を得 ることとなるが、これでは
効率が悪い。そのため、ファイルをランダムアクセス化す ることにより、目的の情報をファイルの先
頭から探索することなく得 ることができる。ランダム ・アクセス ・ファイルの生成はJAVAのAPI
を利用 した。
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図1リ ス トからポップア ップメニューの表示
3.3意 味関係 ファイル
このファイルは概念ブラウザ同表示の際に必要なファイルである(図1GR選 択時)。用語属性ファ
イル と同様、頭文字 ごとに分割 され、それぞれのファイルはランダム ・アクセス ・ファイルFile化 さ
れている。
3.4階 層関係ファイル
従来のブラウザ0で は リス トか ら見出 し語を選択 した辞典で木 を作成 し表示 させていた。リス ト作
成時に用語知識データ全ての用語を主記憶上に読み込み、その読み込んだデータに基づき木 を作成 し
ていたため、巨大な用語知識デ0タ の場 合、論理木作成にかな りの時間を要 した。 しか し、今回前 も
って論理木を作成 しておきそれをバイナ リファイル化することにより、そのファイルを読み込むだけ
で論理木が作成できるよ うになった。これによりス トレスな く表示ができる。図1のNTを 選択す る
と、リス ト作成時に読み込まれていた最上位語情報 を取得す る。論理木はそれぞれ、最上位語をファ
イル名 として分割 されているため、その最上位語のファイルを読み込めば、論理木を瞬時に読み込み、
表示ができるとい うわけである。バイナ リデータは[dat/dic/フ ァイル名!階 層/]に ある。
4用 語木表示
41用 語木表示の高速化
従来のブラウザーは、用語数の非常に多い木(以降、巨大用語木 と呼ぶ)を表示 させ る場 合、広大な
表示領域 を必要 とするため、膨大なメモ リを消費 して しま う問題があった。その原因 として用語木を
生成するときに、木構造全体を描画 していたことが挙げられ る。この方法は、1度 描画 して しまえば
編集 を行わない限 り再描画す ることはないので、用語木上の処理は高速に行 うことができる。しか し
利用方法から考えると、巨大用語木の表示領域は全体のほんの僅かにすぎず、その とき表示 されてい
ない領域が無駄 になって しまう。また最悪の場合、用語木そのものがメモ リ不足により表示できない。
そこで、表示領域およびその周辺のみを描画 し、スクロール等の操作を行った際に再描画 を行 う方法
に改めた。 これによ り、従来表示できなかった巨大用語木が表示できるよ うになった。
よって本年度は、以下のような描画方法を用い々 ただし、この方法を用いるのはサイズが1M(100
万)ピクセルを超える巨大用語木のみ とす る。










辞書データ INSPEC EDR EDR
高さ s 5 4
用語総数 333 869 1533
改善前の使用量GMB) 138 339 552
改善後の使用量(MB) :1 20.8 19.4
この表 より、全体を表示す るとメモ リ使用量が500MBを 超 えるような巨大用語木であっても、メ











巨大用語木問題の解決直後は、再描画 を行 う度に描画領域の確保 を行っていた。しか し、このこと
が再描画に時間を要する原因の1つ であることがわかった。そのため、描画領域の確保は描画領域を
新たに計算 しなければいけない とき(新 しい用語木を表示す るときや、編集 を行った後など)にとどめ、
スクロール等を行った後は描画領域の確保 を行わないよ うに した。
その結果を表5に 示す。 この とき使用 したマシンは研究室のraphael3(cpu:AthbnXP1800+、 メ





辞 書 デ.___タ INSPEC 1' EDR
高さ s 5 4
用語総数 333 869 1533
改善前の描画速度(ミリ秒) 433 386 397
改善後の描画速度(ミリ秒) 72 73 83
この表 より、改善後の描画速度が数倍速 くなっていることは明 らかである。
4.2.2用 語木の走査方法の改善
用語総数が1㎜ ～2000程 度の用語木であれば 前節の改善のみで十分である。なぜな ら、描画を
行 う際に用語木全体を走査 した としても、さして時間はかからないか らである。 しか し、用語総数が
1万 を超 えるよ うな用語木の場合は、全体を走査すると非常に時間がかかって しま う
。 しか も、実際








一 番 下 の 子)
iterate(現 ノー ドの
一 番 上 の 子)
図2新 しい走査方法(横型表示の用語木の場合)
改善の結果を表3に 示す。使用 したマシンは表4、 表5で 使用 されたもの同等である。また、ここ
での 「改善前」 とは、前節の 「改善後」を示す。
表6描 画速度の変化
用語 「地位」 「あ りか」☆ 「あ りか」 ★
辞書データ EDR EDR EDR
高さ 4 3 9
用語総数 1533
改善前の描画速度(ミリ秒) 83 97 ,.・
改善後の描画速度(ミリ秒) 58 38 85
嚢左側の 「あ りか」は
、右側の 「あ りか」の部分木である。
この表 よりわかることは、用語総数が1万 を超える用語木に関しては再描画に要す る時間が激減 し
たが、1000～2000程 度 の用語木に対 しては効果が薄いことである。そのため、新 しい走査方法を用
いるのは、用語木のサイズが200万 ピクセルを超える用語木のみ とした。
43用 語 リス トに関する新機能
用語総数が増 えるに従い、用語 リス トか ら目的の用語を探すのは困難 となる。そこで本年度は、用
語の レベル表示の付加、お よび ソー ト機能の実装を行った。これにより、用語総数が増えても目的の
用語が見つけやす くなった。
43.1用 語の レベル表示の付加
従来の用語 リス トは、レベル情報の表示がないため、目的の用語がどの深 さにあるのかが判断でき
ない。そこで、用語の レベル表示の付加を行った(図2)。 これ によ り、目的の用語の深 さが一 目でわ
かるようになった。
一150一
4.3.2ソ ー ト機 能
昨年度までの用語の並びは、用語木 を先行順に走査 した順番 になっている。 しか し、これは辞書 頂
ではないため、利用者にとって使いやすい並び順ではない。そこで、用語 リス トの ソー ト機能の追加
を行った。可能 となったソー トは以下の2つ である(ソー トのアル ゴリズムはクイ ックソー トを使用
した)。
・レベル順の ソー ト(昇順 ・降順、同 レベルの用語はその レベル内で用語順 となる)
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轟 纏 譲盤 細薩麟
図3用 語 リス トの ソ,_._ト機能(ソ ー ト前、 レベノ噸 ・昇順 、 レベノ珂頂・降順》
ソー ト前(図2左)は 用語の順番がばらばらで、目的の用語が探 しづらい。そこで、用語 リス ト上部の レ
ベルボタンをク リックする。すると、用語がレベノ噸(昇 順》にソー トされ、目的の用語が探 しやすくなっ




























概念を追加 したい場 合は、関係子を選択 し追加ボタンを押す。するとダイアログボ ックス(図6)が
表示 され るので、そこに追加 したい概念を入力(複数 入力可)し、OKボ タンをおす と概念が追加 され
る。
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・ノ0ド の追加(選択 されたノー ドの内部節に新たなノー ドを生成する)
・用語木の分割機能




・編集対象 とするノー ドを選択 し
、編集ダイアログ(図7左)を 呼び出す。
・ダイアログボックスの




・すると選択 されたノ..__ドの下位語の一覧が表示 され る(図7右)の で
、新 しいノー ドの下位語
を選択 して、okボ タンを押す(下位語は複数選択可能》。
・下位語をコンボボックスで確認 したあと、実行ボタンを押す。す ると、新 しいノー ドが内部
節に追加される。
例を図8に 示す。 ここでは、JICSTシ ソーラスの 「加工蛋 白質」 とい うノー ドの内部節に 「new
name」 とい うノー ドを追加 した(「newname」 の下位語 には、「組織状蛋白質」 と 「蛋 白質濃縮物」
を選んだ)。
6.2用 語木の分割機能
用語木の分割を行 うには、分割を行いたいノー ド(部分木の根)の上でポップア ップメニューを表示
させ、分割 コマン ドを選択す る。す ると、選択 されたノー ドを根 とする部分木が切 り取 られ、別の
Windowに 表示 される。なお、分割 コマン ドは用語木の根および葉では実行できないようになってい
る。
分割の例を図9、 図10に 示す。 ここでは、JICSTシ ソ..__ラスの 「東山」 とい うノー ドを根 とする
部分木を切 り取 り、他のWindowに 表示 させた。
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㊥ 自鈴よ 》下の レペル をすぺて爾翻
o禽 勢のみ 醗麟{子の レペル上が る}
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用語木の自動表示機能 とは、あらかじめ保存 しておいた用語が属す る用語木を、一度にすべて表示
す る機能である。 これにより、複数の用語木を少ない操作で表示す ることが可能になった。
自動表示機能 を使用す るためには、まず状態保存Windowの メニュー一バーの 「オプシ ョン」を選
択 し、その中の 「丁陀eの 自動表示」 とい う項 目のチェックボックスをonに す る(図11)。
次に、「ファイル」メニューの 「開く」を選択 し、既に保存されている.tod形式のファイルを開く。する
と、ファイルに保存 されていた用語の属する用語木が次々と表示される。
例を図12に 示す。 このとき開いたファイルには、INSPECの 「ALLOYS」 と 「ZOOLOGY」 、JICST
の 「中部地方」、「甲殻類」、およびEDRの 「走る」が保存されているが、「走る」には木構造が存在 しな
いので用語木は表示されない。
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出 し語ID等 を鴎llす るためにそれぞれの用語知識データごとに解析クラスを必要 としていた。 しか
し、今回用語知識データを全て同一のタグ名でXML化 し、統一す ることにより、あるひ とつのクラ
スのみで全ての用語知識データを解析することが可能 となった。
また、今回、選択語の内容出力画面 はXMLデ ータの特性 を生かし、XSLでHTMLに 変換 したの
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EDRシ ソーラスの用語木に多い、1つ のノー ドに対して数多くの下位語が存在するような部分木の
ある用語木に対しては今回のアルゴリズムは相性が良くない。なぜなら、部分木が縦に(縦型表示の
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場合は横に)非常に長 くなって しま うので、その一部が描画領域 にかかる可能性が高 くな り、結局の
ところ数多い下位語 をすべて走査 しなければな らなくなって しま うか らである。これを解決する方法
として、部分木において描画領域内の下位語のみを走査 してい くアルゴリズムが考えられ る。
用語 リス トに関 しては、ソー ト機能が付加 されたことにより目的の用語を検索 しやす くはなったが、
用語総数が1万 を超えるよ うな巨大用語木を考えるとまだ不十分である。 これを解決す る方法の1
つ として、目的の用語(または、その見出 しの一部)を直接用語 リス トか ら検索す る方法が考 えられ る。
最後に、編 集機能 に関 して概念関係ブラウザー とCPCVIEWシ ステム【10]の比較を行った。概念関
係ブラウザ0は 本年度の改善により関係子の編集お よび概念の追加 ・削除は可能 となったが、追加で
きるのはあ くまでも新規の鵬 で、既存の雛 を勘 ロすることができない。 これに対 しCPCVIEW
システムは逆で、既存の概念はcut&paste等 を用いることで追加できるが、関係子の編集および新
規概念の追加は元のデータベースを編 集す るしかない。よって、編 集機能に関 しては概念関係ブラウ
ザーのほ うが良いと考えられ るが、既存の概念 の追加が出来ないことは問題である。
9.終 わ りに
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